
じ
め
大
勢
の
来
賓
を
迎
え
開
催
さ
れ
た
。

　

理
事
長
の
挨
拶
に
続
き
表
彰
状
の
授

与
が
行
わ
れ
、
理
事
及
び
支
部
長
を
多

年
に
渡
り
務
め
て
お
ら
れ
る
第
一
支
部

長
の
渡
辺
元
一
様
、
生
き
が
い
事
業
の

書
道
班
講
師
を
長
年
務
め
ら
れ
退
任
さ

れ
た
第
八
支
部
の
宮
澤
良
太
郎
様
の
お

二
人
に
理
事
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品

が
贈
ら
れ
た
。

　

来
賓
挨
拶
は
三
木
正
夫
市
長
、
村
石

正
郎
県
議
代
理
、
植
木
新
一
社
協
会
長
、

霜
田
剛
市
議
会
議
員
か
ら
お
祝
い
の
お

言
葉
を
い
た
だ
い
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　

 

理
事
長
報         

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

告
で
は 

「
協

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

会
の
現
状
と

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事
業
活
動
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
つ
い
て
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

長
野
県
公
益

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

目
的
福
祉
事                        

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

業
も
計
画
通

この会報は、共同募金の助成で発行しています。
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平
成
三
十
年
六
月
三
日
（
日
）
に
須

坂
市
身
体
障
害
者
福
祉
大
会
が
福
祉
会

館
二
階
訓
練
室
で
三
木
正
夫
須
坂
市

長
、
植
木
新
一
須
坂
市
社
協
会
長
を
は

り
進
み
、
残
り
八
年
で
規
定
支
出
に
達

す
る
見
通
し
で
あ
る
事
が
報
告
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
本
年
度
の
事
業
計
画
で
は
会

費
の
有
効
活
用
を
図
り
会
員
の
皆
さ
ま

に
還
元
で
き
る
事
業
を
引
き
続
き
継
続

し
て
行
く
事
、
障
が
い
者
雇
用
促
進
法

等
国
や
県
が
打
ち
出
し
て
い
る
障
が
い

者
へ
の
福
祉
政
策
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
る
た
め
の
講
習
会
等
、
学
習
の
場
を

多
く
設
け
た
い
と
の
考
え
を
示
し
た
。

　

最
後
に
一
番
の
課
題
で
あ
る
と
し
て
、

会
員
の
高
齢
化
、
会
員
数
の
減
少
を
取

り
上
げ
、
会
員
の
み
な
ら
ず
行
政
に
も

力
を
借
り
こ
の
問
題
に
積
極
的
に
取
り

組
む
事
、
さ
ら
に
生
き
が
い
事
業
の
充

実
と
幅
広
い
層
か
ら
の
入
会
を
目
指
す

事
を
決
意
表
明
し
た
。

　

後
半
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
須
坂

市
出
前
講
座
で
あ
る
「
推
薦
マ
ジ
ッ
ク

サ
ー
ク
ル
」
の
お
二
人
に
よ
る
技
術
と

芸
に
感
心
さ
せ
ら
れ
、
ま
た
笑
わ
せ
て

い
た
だ
い
た
。

　

式
典
後
の
懇
親
会
で
は
来
賓
各
位
を

交
え
和
や
か
な
う
ち
に
閉
幕
と
な
っ

た
。

　

女
性
部
及
び
開

催
に
ご
協
力
い
た

だ
い
た
皆
さ
ん
、

有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　　

去
る
一
月
二
十
一
日
（
日
）
に
新
年

の
支
部
長
以
上
役
員
研
修
会
が
開
か
れ
た
。

　

来
賓
に
市
議
会
議
員
で
協
会
相
談
役

の
霜
田
剛
議
員
、
協
会
顧
問
の
豊
田
清

寧
氏
を
迎
え
、
理
事
長
の
新
年
の
抱
負
、

霜
田
議
員
に
は
来
賓
と
し
て
市
政
の
福

祉
部
門
を
中
心
に
報
告
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

二
部
の
研
修
会
は
趣
向
を
変
え
新
年

ら
し
く
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
で
種
明
か
し

を
披
露
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
笑
い
の

う
ち
に
終
了
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
お
酒
を
飲
め
な
い
方
の

為
に
ア
ル
コ
ー
ル
ゼ
ロ
飲
料
も
出
さ
れ

一
年
の
抱
負
や
協
会
執
行
部
へ
の
意
見

な
ど
を
語
り
合
い
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

発 行 者

一般財団法人
須坂市身体障害者
福　 祉　 協　 会
〒382-0076
須坂市馬場町1218

（須坂市福祉会館内）
☎ (026)248-8887
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須
坂
市
身
体
障
害
者
福
祉
大
会
開
催

平成30年度

支
部
長
以
上
研
修
会

来賓の挨拶する三木市長

来賓の挨拶する霜田議員
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印　刷：ワークハウス わらしべ（須坂市高畑町）

平成30年度　須坂市身体障害者福祉大会　資  料
日　時　平成30年６月３日（日）午後１時30分より　　場　所　須坂市福祉会館２階　　参加者：35名

大　会　次　第
        １．開会のことば　　　　　　４．来賓祝辞　　　　　　　７．そ の 他

　　　　２．理事長挨拶　　　　　　　５．受賞者あいさつ　　　　８．閉会のことば

　　　　３．表　　彰　　　　　　    ６．理事長報告 

              アトラクション…マジックショー　　　　　　式典後、懇親会を開催

平成30年度  事　業　計　画
１．市からの委託事業の障がい者生きがい事業の継続と参加者負担金廃止による参加者の増員
２．須坂市との共同主催となる障がい者スポーツ大会、マレットゴルフ、卓球大会の開催
３．研修旅行（原則として日帰り）の実施、大型バス１台（リフトバス）を使用する
４．新規の入会者を確保するために福祉課の窓口で配布していただくチラシを解りやすい物に
　　変更する
５．本協会は若者から年配者まで幅広い年齢層を受け入れている事の周知を働きかける
６．地域や障がいの垣根を越えた生きがい事業への参加を促進する
７．永年在籍した会員や要介護となった会員の会費免除に取り組む
８．収益事業の増進を図ると共に会員への還元を進める
９．須坂市や社協及び県協会主催の事業には積極的に参加をしていく
10．事務所の開設は従来通り毎週（火・木）の９時から17時とし、祝祭日は休みとする
11．障がい者差別解消法の理解と一般市民等への周知（社会的障壁の除去と合理的配慮の提供
　　を実現）
12．こころのバリアフリー社会の実現
13．ヘルプカードの参加促進と配布

平成29年度　決算報告書 平成30年度　総合予算書

収入決算額　　　7,641,683円
支出決算額　　  4,134,465円
差 引 残 高　　　3,507,218円

収入予算額　　　6,766,000円
支出決算額　　  6,766,000円
差 引 残 高　　　　　　　0円

収　入　の　部 予 算 額 決 算 額 収　入　の　部 30年予算 29年予算

前期繰越金 3,945,000 4,141,867 前期繰越金 3,325,000 3,945,000 

　基本財産運用収入 2,000 2,020 　基本財産運用収入 2,000 2,000 

　会費収入 310,000 273,000 　会費収入 280,000 310,000 

　事業収入 2,155,000 2,128,200 　事業収入 2,143,000 2,155,000 

　福祉売店 400,000 601,634 　福祉売店 600,000 400,000 

　補助金等 325,000 283,796 　補助金等 285,000 325,000 

　負担金収入 70,000 7,200 　負担金収入 9,000 70,000 

　寄付金収入 0 0 　寄付金収入 0 0 

　雑　収　入 252,000 203,966 　雑　収　入 122,000 252,000 

事業活動収入小計 3,514,000 3,499,816 事業活動収入小計 3,441,000 3,514,000 

収　入　合　計 7,459,000 7,641,683 収　入　合　計 6,766,000 7,459,000 

支　出　の　部 予 算 額 決 算 額 支　出　の　部 30年予算 29年予算

　事 業 費 1,431,000 1,015,438 　事 業 費 1,528,000 1,431,000 

　市委託事業費 900,000 810,474 　市委託事業費 1,150,000 900,000 

　管 理 費 3,017,000 2,308,553 　管 理 費 2,752,000 3,017,000 

　分担金支出 0 0 　分担金支出 0 0 

事業活動支出小計 5,348,000 4,134,465 事業活動支出小計 5,430,000 5,348,000 

予備費（次年度繰越金) 2,111,000 0 予備費（次年度繰越金) 1,336,000 2,111,000

事業活動支出 7,459,000 4,134,465 事業活動支出 6,766,000 7,459,000 

収　支　差　額 0 3,507,218 収　支　差　額 0 0 



身障協事務所：毎週火・木（午前９時～午後５時）の開所です。（祭日の場合は休）

（３）平成30年７月15日　　　　　　（一財）須坂市身体障害者福祉協会 会  報　　　　　　　 第９７号
　　

去
る
三
月
四
日
（
日
）
に
福
祉
会
館

訓
練
室
を
使
い
須
坂
市
障
が
い
者
卓
球

大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
大
会
は
須

坂
市
の
委
託
事
業
で
本
協
会
が
運
営
を

任
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
秋
の
マ
レ
ッ

ト
ゴ
ル
フ
大
会
に
続
く
２
大
会
の
一
つ

で
す
。

 
 

須
坂
市
卓
球
協
会
の
皆
様
に
審
判
員

を
お
願
い
し
て
、
生
き
が
い
事
業
の
卓

球
班
に
運
営
の
主
導
を
任
せ
て
事
務
局

が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

　

試
合
は
、
男
子
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
、
男
子

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
、
女
子
ブ
ロ
ッ
ク
、
混
合

ダ
ブ
ル
ス
と
経
験
別
に
分
け
ら
れ
て
対

戦
し
ま
し
た
。
試
合
終
了
後
に
表
彰
式

を
行
い
ク
ラ
ス
ご
と
に
上
位
選
手
に
賞

品
の
授
与
と
全
参
加
選
手
に
賞
状
と
参

加
賞
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

ク
ラ
ス
別
の
上
位
入
賞
者
は
以
下
の

通
り
で
す
。
敬
称
は
略
し
ま
す
。

　
【
男
子
Ａ　

理
事
長
杯
】

　
　

優　

勝　
　

中　

島　

拓　

哉

　
　

二　

位　
　

山　

本　

高　

之

　
　

三　

位　
　

根　

津　

雅　

英　

　
　
　
　
　
　
　

小　

林　

敬
次
郎

　
【
男
子
Ｂ　

市 

長 

杯
】

　
　

優　

勝　
　

芋　

川　

禎　

男

　
　

二　

位　
　

丸　

山　

一　

浩

　
　

三　

位　
　

綿　

田　

文　

雄

　
　
　
　
　
　
　

金　

箱　
　
　

満

　
【
女
子　

社
協
会
長
杯
】

　
　

優　

勝　
　

中　

川　
　
　

愛

　
　

二　

位　
　

青　

木　

二　

子

　
　

三　

位　
　

岡　

村　

幾　

子

　
　
　
　
　
　
　

丸　

山　

京　

子

　
【
混

合

ダ

ブ

ル

ス
】

　
　

優　

勝　
　

中
島
・
高
根 

 

組

　
　

二　

位　
　

藤
沢
・
中
川 

 

組

　

 
 

三 
 

位　

 
 

竹
前
・
青
木　

組

　
　

 
 
 
 
 
 
 
 

　

根
津
・
矢
口　

組

～
～
☆
～
～
～
～
☆
～
～

 　

五
月
二
十
六
日
（
土
）
長
野
市
運
動

公
園
の
陸
上
競
技
場
を
メ
イ
ン
会
場
と

し
て
第
二
十
七
回
長
野
地
区
障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。　

　

長
野
地
区
（
須
坂
市
・
千
曲
市
・
坂

城
町
・
小
布
施
町
・
信
濃
町
・
飯
綱
町
・

小
川
村
・
高
山
村
）
の
障
が
い
を
持
つ

方
全
員
が
参
加
出
来
る
大
会
で
、
体
力

増
強
と
社
会
参
加
を
促
進
し
障
が
い
者

に
対
す
る
理
解
と
認
識
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

本
協
会
か
ら
は
陸
上
の
フ
ィ
ー
ル
ド

競
技
３
種
目
と
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
に
大

勢
の
方
が
参
加
さ
れ
た
。

　

尚
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
は
別
会
場
の

犀
川
第
二
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
で
行
わ

れ
た
。
卓
球
教
室
に
は
今
年
は
参
加
者

が
無
か
っ
た
。

　

好
天
に
恵
ま
れ
心
地
よ
い
風
が
吹
き

抜
け
る
中
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
、
閉
会

式
で
は
山
岸
理
事
長
の
万
歳
三
唱
で
大

会
を
締
め
く
く
っ
た
。

　

本
協
会
の
成
績
は
次
の
通
り
。

☆
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

　

男
子
１
位　
　

竹　

前　

秀　

雄

長
野
地
区
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

平 成 29 年 度

須坂市障がい者卓球大会開催

　

男
子
２
位　
　

小　

林　

敬
次
郎

　

女
子
１
位　
　

本　

田　

春　

子

　
　
　

２
位　
　

丸　

山　

京　

子

　
　
　
　
　
　
　

金　

田　
　
　

英

　
　
　

４
位　
　

神　

林　

昌　

子

☆
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ

　

男
子
２
位　
　

須　

藤　

宗　

男

　

女
子
１
位　
　

宮　

澤　

清　

香

　
　
　
　
　
　
　

岡　

村　

幾　

子

　
　
　
　
　
　
　

太　

田　

律　

子

　
　
　

２
位　
　

小　

林　

悦　

子

　
　
　
　
　
　
　

矢　

口　

け
さ
江

☆
養
老
の
滝
（
団
体
競
技
）

　
　
　

２
位　

須
坂
市
身
障
協
会

☆
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

　

男
子
２
位 

 

　

藤 
 

沢 
 
 
 
 
 

久

　
　
　

３
位　

 
 

丸 
 

田 
 
 
 
 
 

誠

 
 
 
 
 
 

４
位　

 
 

渡 
 

辺 
 

元 
 

一

　
　
　

５
位　

 
 

傳　

田　

光　

一

 
 

来
年
も
大
勢
の
参
加
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
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７
月
14
日
（
土
）
福
祉
会
館
二

 
 
 
 

階
で
須
坂
警
察
署
生
活
安
全
課
の

 
 
 
 

署
員
の
方
を
講
師
に
研
修
会
を
開

　
　

催
し
ま
し
た
。

　

 
 
 
 

電
話
に
よ
る
特
殊
詐
欺
が
後
を

 
 
 
 

絶
た
ず
最
近
は
須
坂
市
が
狙
わ
れ

　
　

て
い
る
よ
う
で
す
。
留
守
番
電
話

　
　

の
機
能
を
使
い
相
手
の
声
を
録
音

　
　

さ
せ
る
事
が
犯
人
に
警
戒
心
を
起

　
　

こ
さ
せ
る
一
番
の
策
で
す
の
で
、

　
　

ぜ
ひ
利
用
し
て
下
さ
い
。

　

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

今
後
の
予
定

☆
サ
マ
ー
ラ
ン
ド
福
祉
売
店
営
業

　

サ
マ
ー
ラ
ン
ド
の
開
場
に
伴
い
福
祉

売
店
も
営
業
を
致
し
ま
す
。
６
月
30
日

　
（
土
）
か
ら
９
月
２
日
（
日
）
ま
で

営
業
し
ま
す
。
曜
日
や
天
候
に
よ
り
休

業
の
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
ご
家
族
そ

ろ
っ
て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

☆
第
69
回
長
野
県
身
体
障
害
者
福
祉
大
会

　

69
回
目
と
な
る
長
野
県
福
祉
大
会
が

９
月
６
日
（
木
）
駒
ケ
根
市
主
催
で
駒

ケ
根
市
文
化
会
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ

ま
す
。
須
坂
市
の
バ
ス
で
送
迎
し
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
と
い
た
し
ま
す
。

　
（
注
）
当
日
は
事
務
所
の
営
業
日
で
す

　

が
お
休
み
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
　
（
平
成
30
年
１
月
以
降
の
提
出
分
）    

     

☆
新
入
会
員
（
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
）

 
 

4-1
支
部　
　

川　

口　

き
よ
子　

　

９
支
部　
　

平　

野　

睦　

夫　
　

　

4-2
支
部　
　

山　

谷　
　
　

伸　

　

11
支
部　
　

小　

松　

幸　

子　

　
　

小
布
施
班　
　

笠　

原　
　
　

芳

☆
物 

故 

者
（
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
）

　

4-2
支
部　
　

塚　

田　

節　

子

　

11
支
部　
　

山　

上　

邦　

茂

　

11
支
部　
　

竹　

前　

兼　

冶

　

4-1
支
部　
　

北　

澤　

キ　

ミ

　

６
支
部　
　

酒　

井　
　
　

弘

　

10
支
部　
　

関　

野　

通　

夫

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

☆
事
務
局
か
ら
事
務
所
休
業
の
お
知
ら
せ

　

８
月
14
日
（
火
）　

お
盆
休
業

　
　
　

16
日
（
木
）　

お
盆
休
業

　

９
月
６
日
（
木
）　

県
福
祉
大
会

　

10
月
18
日
（
木
）　

研
修
旅
行

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

◇
書
き
損
じ
葉
書
な
ど
寄
付
の
お
願
い

　

使
わ
な
か
っ
た
年
賀
は
が
き
や
書
き

損
じ
た
葉
書
が
有
り
ま
し
た
ら
事
務
所

に
寄
付
し
て
下
さ
い
。
わ
ず
か
な
手
数

料
で
葉
書
が
よ
み
が
え
り
ま
す
。
通
信

費
に
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◇
投
稿
を
募
集
い
た
し
ま
す

　

川
柳
班
が
休
部
の
為
文
芸
欄
が
空
い

て
し
ま
い
ま
す
。
俳
句
、
エ
ッ
セ
イ
な

ど
作
品
は
問
い
ま
せ
ん
投
稿
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

◇
長
野
県
統
一
の
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク

 
 

長
野
県
が
「
あ
い
サ
ポ
ー
ト
運
動
」

の
一
環
と
し
て
「
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
」
の

配
布
を
７
月
か
ら
行
い
ま
す
。

 
 

県
の
管
理
の
為
に
市
役
所
福
祉
課
窓

口
の
み
で
の
申
し
込
み
で
配
布
さ
れ
ま
す
。

 
 

写
真
は
柔
ら
か
い
素
材
の
タ
グ
で
四

角
い
部
分
が
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☆
第
18
回
長
野
県
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

日
時　

９
月
９
日
（
日
）

　

場
所　

松
本
平
広
域
運
動
公
園

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
松
本
市
）

　

選
手
の
皆
さ
ん
の
活
躍
を
応
援
致
し

ま
す
。

☆
第
36
回
ふ
れ
あ
い
広
場

　
　
　
　

（
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
）

　

10
月
13
日
（
土
）
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル
の

小
ホ
ー
ル
を
メ
イ
ン
会
場
に
物
品
販

売
、
作
品
の
展
示
、
賞
品
多
数
が
当
た

る
抽
選
会
等
盛
り
だ
く
さ
ん
の
催
し
が

行
わ
れ
ま
す
。

　

協
会
か
ら
も
女
性
部
主
体
の
バ
ザ
ー

を
計
画
し
て
い
ま
す
。
ま
た
「
生
き
が

い
事
業
」
の
作
品
も
展
示
い
た
し
ま
す
。

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

☆
協
会
員
親
睦
の
研
修
旅
行

　

日
時
は
10
月
18
日
（
木
）
行
き
先
は

富
山
県
方
面
で
氷
見
の
ホ
テ
ル
で
昼
食
、

蒲
鉾
工
場
や
高
岡
の
大
仏
見
学
等
、
今

回
は
大
型
の
リ
フ
ト
バ
ス
を
使
用
し
ま

す
。
募
集
締
切
り
は
９
月
11
日
（
火
）

で
す
。

☆
須
坂
市
障
が
い
者
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

　

10
月
28
日
（
日
）
百
々
川
河
川
敷
の

臥
竜
コ
ー
ス
で
参
加
費
は
無
料
、
須
坂

市
と
協
会
が
主
催
し
ま
す
。
全
員
に
参

加
賞
と
賞
品
多
数
あ
り
ま
す
。

平成30年度  班長以上研修会

会 

員 

動 

向

　
　
　
　

30
度
越
え
の
暑
い
日
が
続
い
た

　
　
　

梅
雨
も
明
け
て
夏
本
番
を
迎
え
ま

　
　
　

し
た
。

　
　
　
　

多
発
す
る
凶
悪
犯
罪
や
自
然
災

　
　
　

害
、
痛
ま
し
い
犠
牲
者
の
記
事
が

続
き
新
聞
、
テ
レ
ビ
か
ら
明
る
い
話
題
を

探
す
の
が
難
し
い
昨
今
で
す
。

　

サ
マ
ー
ラ
ン
ド
売
店
も
大
繁
盛
と
な
っ

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　

秋
に
は
研
修
旅
行
が
あ
り
ま
す
。
ご
期

待
く
だ
さ
い
。

　

会
員
の
皆
さ
ま
に
は
熱
中
症
に
注
意
し

て
暑
さ
に
負
け
ず
実
り
の
秋
を
迎
え
て
く

だ
さ
い
。	

編集後記

障○賛○賛○賛○賛○


